様式第１
	申請日
	年　 月　 日


＊申請日は、2026年1月までの開催を
 　すべて終えた後の日付としてください。
　
愛知県知事　殿

2025年度【12月補正予算分】愛知県子ども食堂食材費高騰対策支援金交付申請書（請求書）

愛知県子ども食堂食材費高騰対策支援金の交付を受けたいので、同交付要綱第５条の規定により、下記のとおり申請します。なお、下記の申請内容については、事実と相違ありません。
記
１　申請者
	フリガナ

	

	申請団体名
(個人の場合は氏名)
	

	フリガナ
	
	
	
	

	代表者の職・氏名
（個人の場合は空白）
	職
	
	氏名
	

	申請団体の所在地
(個人の場合は住所)
	〒　　　　　－
		

	
	


	連絡先
	電話番号
	

	
	メール
アドレス
	



２　子ども食堂について
	子ども食堂の名称
	

	子ども食堂の所在地
	〒　　　　　－
	

	
	


	運営責任者氏名
	

	申請手続に関する
担当者の氏名
	

	連絡先
	電話番号
	

	
	メール
アドレス
	


＜記載上の注意＞
・子ども食堂１か所ごとに申請書を作成してください。
・この申請書は、愛知県において交付決定したのち、支援金の請求書として取り扱います。

３　申請（請求）する金額（該当欄に「○」を記入すること）
	該当
	区分
	開催日数
	交付額

	
	A
	週１回以上開催
	290,000円

	
	B
	週１回未満開催
	150,000円




	【添付欄】　この枠内に収めるように添付をしてください。振込先口座　確認シート





○　添付する書類の例
（１）紙通帳の場合
通帳の表紙をめくり、
見開きの1ページ目・２ページ目のスキャンデータもしくは写真データを添付する。
　（２）電子通帳の場合
　　　 下記の「必要項目」が確認できる画面のスクリーンショットもしくは写真データを添付する。
【必要項目】
以下の①～⑤すべての情報を確認できる書類が必要です。
①金融機関名
②支店名
③口座種別（例：普通預金）
④口座番号
⑤口座名義人（カナ）　※途中省略なく、全文字が確認できること
















○　留意事項
申請者名と口座名義人が異なる場合には、委任状の提出が必要です。












様式第２

2025年度【12月補正予算分】愛知県子ども食堂食材費高騰対策支援金の申請に関する誓約書

2025年度12月補正予算分愛知県子ども食堂食材費高騰対策支援金（以下「支援金」という。）の申請にあたり下記のことを誓約します。
記
	1
	定款又は会則を備えています。

	2
	公序良俗に反する活動を行う者や団体ではありません。

	3
	営利・宗教・政治活動に利用しません。

	4
	暴力団もしくは暴力団員の統制下にある者又は団体ではありません。
また、「愛知県が行う事務及び事業からの暴力団排除に関する合意書（平成24年6月29日付け愛知県知事等・愛知県警察本部長締結）」に掲げる排除措置の対象となる団体ではありません。

	5
	愛知県から、製造の請負、物件の買入れその他の契約に係る指名停止措置を受けていません。

	6
	国税及び地方税を滞納していません。

	7
	支援金の交付を受けたときは、子ども食堂の食材費高騰分に充てる他、子ども食堂の運営に係る経費以外には用いません。

	8
	交付要綱第８条に該当する事案が判明した場合には、支援金の申請を取り下げます。また、支援金交付後に判明した場合は愛知県にその旨を速やかに報告します。

	9
	衛生管理及び事故防止の徹底に努め、安全な運営を行います。

	10
	運営している子ども食堂について、開設年月日、2025年４月１日から2026年３月31日までの開催実績および開催予定は、別紙のとおりです。

	11
	今回申告分に引き続いて、2026年４月以降も、子ども食堂を継続して開催します。



	誓約日
	　　年　月　日


＊誓約日は、申請日（1枚目の右上）と同一にしてください。
　愛知県知事　殿
	誓約者住所
	様式１「2025年度12月補正予算分愛知県子ども食堂食材費高騰対策支援金交付申請書（請求書）」の「１ 申請者」欄に記載の内容と同じ


	誓約者氏名
	










別紙
子ども食堂の開催状況
	子ども食堂名
	

	開設年月日
（初めて子ども食堂を開催した日）
	年　　　　月　　　日


１　開催実績（2025年４月１日から2026年１月31日まで）
	月
	開催日
	回数

	４月
	
	

	５月
	
	

	６月
	
	

	７月
	
	

	８月
	
	

	９月
	
	

	10月
	
	

	11月
	
	

	12月
	
	

	１月
	
	

	
	
	合計
	


２　開催予定（2026年２月１日から３月31日まで）
	月
	開催日
	回数

	２月
	
	

	３月
	
	

	
	
	合計
	


【注意】
・子ども食堂を開催したことがわかる資料（例：チラシ、SNS上の広報ページ等）は、2030年度末までは保管してください。子ども食堂の開催状況の確認のため、必要に応じて、資料の提出を求めたり、現地調査を行うことがあります。
・具体的日付の記載が必要です。（「〇旬」「毎週〇曜日」「頃」など、不確定の文言を御記入の場合には、支援金を交付できない場合があります）
・同日に複数回の子ども食堂を開催する場合であっても、「１回」と取り扱うものとします。



＊この用紙は、「申請者」と「口座名義人」が異なる場合のみ入力してください。

	日付
	　　年　月　日




＊日付は、申請日（1枚目の右上）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と同一にしてください。 

委任状

愛　知　県　知　事　殿

【申請者】
	申請団体名
（個人の場合は氏名）
	

	代表者の職・氏名
（個人の場合は空白）
	

	団体の所在地
（個人の場合は住所）
	





「2025年度【12月補正予算分】愛知県子ども食堂食材費高騰対策支援金」にかかる下記の事項について、下記の者に委任します。
記
　　1．支援金の受領に関する事項
　 ２．前号に関する復代理人選任に関する事項


＊「受任者」の欄に、支援金を入金する口座名義人の情報を入力してください。
【受任者】
	団体名
（個人の場合は氏名）
	

	職・氏名
（個人の場合は空白）
	

	団体の所在地
（個人の場合は住所）
	







＊この用紙は、申請区分が「Ａ（290,000円）」の場合のみ、入力してください。
活動内容レポート（申請区分Ａのみ）
	　設問
	　記入欄
	記載例

	子ども食堂の名称
	
	あいち子ども食堂

	主な開催場所
	
	〇〇市××公民館

	開催状況
	開催ルール
	
	原則毎週〇曜日、不定期

	
	時間帯
	
	朝食、昼食、夕食、不定期

	
	活動形態
	
	対面型を月3回開催した上で、ﾌｰﾄﾞﾊﾟﾝﾄﾘｰも月1回開催している。

	主な活動内容
	
	ボランティア含め5名で運営しており、地元の農家からもらう寄付食材の種類や量をみて、毎回メニューを決めている。当日は、食育も兼ね、配膳や片付けは子どもたちの役割としている。食後は宿題をやったり、絵本を読んだり自由な時間を過ごしている。

	参加者の様子や変化
	
	週に1回は顔を合わせるため、自然と子ども同士が友達になっていき、笑顔の回数が増えている。

	週1回以上の開催頻度にしている理由
	
	近年は地域行事や子ども会の活動が少なく、子どもの居場所を継続的に作っていく必要があるため。

	週１回以上の開催で
運営を継続する秘訣
	
	安定した寄付が受けられるよう農家や企業などと連携を密にすることが大切。

	主な連携先・相談先
	
	〇〇市社会福祉協議会、〇〇保健所、子ども食堂ネットワーク団体

	ホームページ等のURL 
	
	http：//www.pref.aichi.lg.jp
※ＨＰ等がない場合は「なし」と入力



	上記の情報について、県が活用することの可否
愛知県では、子ども食堂の設置拡大や安定的な運営のため、開設を検討されている方の参考となるよう、実際に子ども食堂を運営されている方からの声を聞き、情報共有を図ってまいりたいと考えております。活用に際しては、別途御相談させていただきますが、県が作成する資料等に上記内容を掲載することの可否について、事前にお知らせください。
	入力欄（該当するほうに「〇」を記入）

	
	可⇒
	

	
	否⇒
	



